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※　特記なき限り水平ブレースはV1(1-M12)を示す。
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　床版リスト

符号 厚さ

Ｄ１

位置 短辺方向 長辺方向
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コンクリ－ト

　ＳＤ２９５

　普通コンクリ－ト

　F28=Fc21N/㎜2

　SNR400B・SNR490B

施工前に地盤調査（平板載荷試験）を行い設計地耐力の確認を行う。

地耐力は50kN/㎡として設計する。

地盤調査による地耐力の確認結果について、

満足できない場合は、基礎の設計変更を行い、計画変更を行う。
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※ 腹筋は40d以上定着とする。
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下主筋　2-D16(SD295)

上主筋　2-D16(SD295)

▽ＧＬ
D13＠250
2-D13

2-D10

▽基礎底
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※ 腹筋は40d以上定着とする。
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下主筋 2-D13(SD295)
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▽基礎天

▽ベースプレート下端
基礎天△

▽ベースプレート下端

天端調整材 t=15 上主筋 2-D13(SD295)

基礎天△
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※　　　は土間範囲を示す。 土間下についてセメント系固化材攪拌による表層改良を行う。

使用固化材量について検討を行う事。(50kg/m3以上とする)

　Ｍ１６・Ｍ２０

あばら筋　□-D13＠200

土間定着筋　D10＠200
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工 事 名

図 面 名

縮尺

部材リスト
1/100

X方向  103.8
Y方向  103.8

X方向  103.8
Y方向  103.8

　大　梁　・　小　梁　リスト

柱　　　リスト

符　号 　　階 　 部 材 寸 法

１　階

細長比

ＲＧ１

Ｃ１ 符号 符号部 材 寸 法 部 材 寸 法
ガセット

プレ－ト

ガセット

プレ－ト
中ボルト 中ボルト

ＷＧ

Ｍ

Ｃ２ １　階

－１００Ｘ１００Ｘ３.２

－１００Ｘ１００Ｘ３.２ Ｌ　　　Ｈ－２５０×１２５×６.０×９ ＧＰ －９.０
３－Ｍ２０

(4.8T中ボルト)

　　　Ｈ－２００×１００×５.５×８ ＬＧＰ －６.０
２－Ｍ１６

(4.8T中ボルト)

ＬＧＰ －６.０
２－Ｍ１６

(4.8T中ボルト)
　　　Ｈ－１７５×９０×５×８

Ｌ
１－Ｍ１２

(4.8T中ボルト)
ＧＰ －３．２縦胴縁 　　　□－７５×４５×２.３

横使い
Ｌ

１－Ｍ１２
(4.8T中ボルト)

ＧＰ －３．２　　２Ｃ－７５×４５×１５×２.３横開口補強

Ｌ
１－Ｍ１２

(4.8T中ボルト)
ＧＰ －３．２母屋

＠６００ 

　　Ｃ－１００×５０×２０×２.３
　２Ｃ－１００×５０×２０×２.３

＠６００ ・１,８００

　　　　　　　　　　　　　STKN400W又は400A

　　　　　【PT】JIS G3475建築構造用炭素鋼管

　　　　　【ST】JIS G3138建築構造用圧延棒鋼　SNR400A

　　　ターンバックル胴　(M12～M22)

　　　　　JIS G3136建築構造用圧延鋼材　SN400B

　　　ターンバックルボルト用平鋼　(M12～M22)

　　　　　JIS G3138建築構造用圧延棒鋼　SNR400B

　　　ターンバックルボルト用丸棒鋼　(M12～M20)

材料　

中ボルトの孔径はボルト径+1㎜を超えないこと。

座金はボルト頭下およびナット下に各一枚使用すること。

戻り止めには【ばね座金】を使用する。(JASS6 7.2 c)

戻り止めに関して、令第67条の戻り止め処置によること。

高力ボルト及びボルト（JIS B1051）

　ベースプレート

　アンカーボルト

BP下端L

　PL-25（SS400）

BP下端L

　ベースプレート

　アンカーボルト
　L=400㎜以上（折り曲げ）

　PL-28（SS400）

BP下端L

　ベースプレート

　アンカーボルト
　L=320㎜以上（折り曲げ）

　２－Ｍ１６（SNR400B)　２－Ｍ１６（SNR400B) 　２－Ｍ２０（SNR400B)

　PL-22（SS400）

　L=320㎜以上（折り曲げ）
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